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(57)【要約】
【課題】外部からのアンテナ取外しを防ぐ作業機械を提 
供する。
【解決手段】油圧ショベル１は、左車体上面フレーム１ 
４と、機器室２０Ｓと、固定部５０とを備える。機器室 
２０Ｓは、左車体上面フレーム１４の下方に位置する。 
固定部５０は、第１ＧＮＳＳアンテナ１６の少なくとも 
一部が左車体上面フレーム１４より上方に配置されるよ 
うに、第１ＧＮＳＳアンテナ１６を機器室２０Ｓ内側か 
ら左車体上面フレーム１４に固定する。
【選択図】図７

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全18頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 上 面 フ レ ー ム と 、
　 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム の 下 方 に 位 置 す る 収 容 空 間 と 、
　 ア ン テ ナ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム よ り 上 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 前 記  
ア ン テ ナ を 前 記 収 容 空 間 の 内 側 か ら 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 す る 固 定 部 と 、
を 備 え る 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 さ せ る 結 合 部 材 を 含 む 、
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ が 配 置 さ れ る 座 を 含 み 、
　 前 記 結 合 部 材 は 、 前 記 座 を 介 し て 、 前 記 ア ン テ ナ を 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 座 は 、
　 前 記 ア ン テ ナ が 配 置 さ れ る 第 １ の 座 と 、
　 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 第 ２ の 座 と 、
を 含 み 、
　 前 記 結 合 部 材 は 、
　 前 記 ア ン テ ナ を 前 記 第 １ の 座 に 結 合 さ せ る 第 １ の 結 合 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 座 を 前 記 第 ２ の 座 に 結 合 さ せ る 第 ２ の 結 合 部 材 と 、
含 む 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ア ン テ ナ は 、 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム の 開 口 部 に 挿 入 さ れ る 下 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 結 合 部 材 を 中 心 と し て 前 記 ア ン テ ナ を 回 転 さ せ た 場 合 、 前 記 下 部 の 外 面 は 、 前  
記 開 口 部 の 内 面 に 当 接 す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ア ン テ ナ の う ち 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム よ り 上 方 に 配 置 さ れ る 上 部 は 、 錐 体 状 で あ る  
、
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ と 前 記 収 容 空 間 内 の 熱 源 と の 間 に 配 置 さ れ る 断 熱 材 を 更 に  
備 え る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 外 装 カ バ ー は 、 前 記 収 容 空 間 の 側 方 を 覆 う 側 面 カ バ ー を 含 み 、
　 前 記 側 面 カ バ ー は 、 開 閉 可 能 で あ っ て 、 閉 位 置 で 施 錠 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 作 業 機 械 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ   Ｎ ａ ｖ ｉ ｇ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ   Ｓ ａ ｔ ｅ ｌ ｌ ｉ ｔ ｅ   Ｓ ｙ ｓ  
ｔ ｅ ｍ ） 用 の ア ン テ ナ を 備 え る 作 業 機 械 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 作 業 機 械 で は 、 車 体 上 面 に 立 設 さ れ た マ ス ト の 先 端 部  
に ア ン テ ナ が 配 置 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ２ １ ３ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 マ ス ト の 先 端 部 に ア ン テ ナ が 配 置 さ れ て い る 場 合 、 ア ン テ ナ を 外 部 か ら  
簡 易 に 取 り 外 す こ と が で き る た め 、 ア ン テ ナ を 盗 難 さ れ や す い 。 そ の た め 、 盗 難 防 止 を 目  
的 と し て 作 業 終 了 後 に ア ン テ ナ を マ ス ト か ら 取 り 外 す 必 要 が あ り 煩 雑 で あ る 。 ま た 、 ア ン  
テ ナ の 着 脱 を 繰 り 返 す う ち に 、 ハ ー ネ ス が 劣 化 し て し ま う お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 外 部 か ら の ア ン テ ナ 取 外 し を 防 ぐ 作 業 機 械 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 作 業 機 械 は 、 車 体 上 面 フ レ ー ム と 、 収 容 空 間 と 、 固 定 部 と を 備 え  
る 。 収 容 空 間 は 、 車 体 上 面 フ レ ー ム の 下 方 に 位 置 す る 。 固 定 部 は 、 ア ン テ ナ の 少 な く と も  
一 部 が 車 体 上 面 フ レ ー ム よ り 上 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 ア ン テ ナ を 収 容 空 間 内 側 か ら 車 体  
上 面 フ レ ー ム に 固 定 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 外 部 か ら の ア ン テ ナ 取 外 し を 防 ぐ 作 業 機 械 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 シ ョ ベ ル の 後 方 斜 視 図
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 外 装 カ バ ー の 左 方 斜 視 図
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る 外 装 カ バ ー の 右 前 方 斜 視 図
【 図 ４ 】 実 施 形 態 に 係 る 外 装 カ バ ー の 右 方 斜 視 図
【 図 ５ 】 実 施 形 態 に 係 る 外 装 カ バ ー の 左 前 方 斜 視 図
【 図 ６ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 後 方 斜 視 図
【 図 ７ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 固 定 構 造 の 断 面 図
【 図 ８ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図
【 図 ９ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 固 定 構 造 の 下 方 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 後 方 斜 視 図
【 図 １ １ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 固 定 構 造 の 断 面 図
【 図 １ ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ の 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 実 施 形 態 に 係 る 断 熱 材 の 下 方 斜 視 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 取 り 付 け 具 を 取 り 外 し た 下 方 斜 視 図
【 図 １ ５ 】 変 形 例 ４ に 係 る 蓋 を 示 す 斜 視 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 油 圧 シ ョ ベ ル １ ）
　 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 シ ョ ベ ル １ の 構 成 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は  
、 油 圧 シ ョ ベ ル １ の 後 方 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 外 装 カ バ ー １ ３ の 左 方 斜 視 図 で あ る 。 図  
３ は 、 外 装 カ バ ー １ ３ の 右 前 方 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 外 装 カ バ ー １ ３ の 右 方 斜 視 図 で あ  
る 。 図 ５ は 、 外 装 カ バ ー １ ３ の 左 前 方 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 油 圧 シ ョ ベ ル １ は 、 本 開 示 に 係 る 「 作 業 機 械 」 の 一 例 で あ る 。 油 圧 シ ョ ベ ル １ は 、 下 部  
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走 行 体 １ ０ 、 上 部 旋 回 体 １ １ 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ２ 、 外 装 カ バ ー １ ３ 、 左 車 体 上 面 フ レ  
ー ム １ ４ 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ  
１ ７ 、 作 業 機 １ ８ 及 び キ ャ ブ １ ９ を 備 え る 。 上 部 旋 回 体 １ １ 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ２ 、 外  
装 カ バ ー １ ３ 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ 及 び キ ャ ブ １ ９ は 、 油  
圧 シ ョ ベ ル １ の 車 体 主 要 部 を 構 成 す る 。 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ 及 び 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ７ そ れ ぞ れ は 、 本 開 示 に 係 る 「 ア ン テ ナ 」 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 下 部 走 行 体 １ ０ は 、 互 い に 独 立 し て 回 転 可 能 な 一 対 の 履 帯 （ 図 １ で は 、 左 側 の 履 帯 の み  
図 示 ） を 有 す る 。 油 圧 シ ョ ベ ル １ は 、 一 対 の 履 帯 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 後 左 右 に  
移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 部 旋 回 体 １ １ は 、 下 部 走 行 体 １ ０ 上 に 配 置 さ れ る 。 上 部 旋 回 体 １ １ は 、 旋 回 可 能 で あ  
る 。 上 部 旋 回 体 １ １ は 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ２ 、 外 装 カ バ ー １ ３ 、 作 業 機 １ ８ 及 び キ ャ ブ  
１ ９ を 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ２ は 、 上 部 旋 回 体 １ １ の 後 端 部 上 に 配 置 さ れ る 。 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト  
１ ２ は 、 例 え ば 、 鋼 板 製 の 箱 の 中 に コ ン ク リ ー ト な ど を 入 れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。  
カ ウ ン タ ウ ェ イ ト １ ２ は 、 掘 削 作 業 等 に お け る 車 体 バ ラ ン ス の 保 持 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 装 カ バ ー １ ３ は 、 上 部 旋 回 体 １ １ 上 に 配 置 さ れ る 。 外 装 カ バ ー １ ３ は 、 カ ウ ン タ ウ ェ  
イ ト １ ２ の 前 方 か つ キ ャ ブ １ ９ の 後 方 に 配 置 さ れ る 。 図 ２ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 装 カ  
バ ー １ ３ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ ７ に 取 り 付 け ら れ る 。 支 持 フ レ ー ム ２ ７ は 、 上 部 旋 回 体 １ １  
上 に 配 置 さ れ る 。 支 持 フ レ ー ム ２ ７ は 、 後 述 す る 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 外 縁 に 沿 っ て 配 置 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 外 装 カ バ ー １ ３ は 、 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ 、 右 側  
面 カ バ ー ４ ０ を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ は 、 左 上 面 カ バ ー ２ １  
、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ 及 び 右 上 面 カ バ ー ２ ３ に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ の 下 方 に は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ が 位 置 す る  
。 機 器 室 ２ ０ Ｓ に は 、 ラ ジ エ ー タ ー や ク ー リ ン グ フ ァ ン な ど の 冷 却 機 器 ２ ６ （ 図 ２ 参 照 ）  
、 エ ン ジ ン や 排 ガ ス 処 理 装 置 な ど の 熱 源 ２ ８ （ 図 ３ 参 照 ） 、 作 動 油 タ ン ク 、 作 動 油 ポ ン プ  
、 燃 料 タ ン ク な ど の 補 機 類 ２ ９ （ 図 ４ 参 照 ） が 配 置 さ れ て い る 。 機 器 室 ２ ０ Ｓ は 、 本 開 示  
に 係 る 「 収 容 空 間 」 の 一 例 で あ る 。 な お 、 図 ２ で は 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 開 い た 状 態 が 図 示  
さ れ 、 図 ３ で は エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ を 開 い た 状 態 が 図 示 さ れ 、 図 ４ で は 右 側 面 カ バ ー ４ ０  
を 開 い た 状 態 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 冷 却 機 器 ２ ６ は 左 上 面 カ バ ー ２ １ 及 び エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ の 下 方  
に 跨 っ て 配 置 さ れ 、 熱 源 ２ ８ は エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ 及 び 右 上 面 カ バ ー ２ ３ の 下 方 に 跨 っ て  
配 置 さ れ 、 補 機 類 ２ ９ は 右 上 面 カ バ ー ２ ３ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 左 上 面 カ バ ー ２ １ は 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ の 左 側 に 配 置 さ れ る 。 左  
上 面 カ バ ー ２ １ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ ７ に ボ ル ト 止 め に よ り 固 定 さ れ て お り 、 開 閉 不 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ は 、 車 幅 方 向 に お い て 左 上 面 カ バ ー ２ １ と 右 上  
面 カ バ ー ２ ３ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ の 後 端 部 は 、  
ヒ ン ジ ２ ２ ａ に よ っ て 開 閉 可 能 に 支 持 さ れ る 。 ヒ ン ジ ２ ２ ａ は 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ と 支  
持 フ レ ー ム ２ ７ と に 連 結 さ れ る 。 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ は 、 閉 位 置 （ 図 １ 参 照 ） と 開 位 置 （  
図 ３ 参 照 ） と の 間 で 開 閉 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 右 上 面 カ バ ー ２ ３ は 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ の 右 側 に 配 置 さ れ る 。 右  
上 面 カ バ ー ２ ３ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ ７ に ボ ル ト 止 め に よ り 固 定 さ れ て お り 、 開 閉 不 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ は 、 左 上 面 カ バ ー ２ １ の 左 下 方 に 配 置 さ れ る 。 左  
側 面 カ バ ー ３ ０ は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 側 方 （ 左 方 ） を 覆 う 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 側 面 カ バ  
ー ３ ０ の 後 端 部 は 、 ヒ ン ジ ３ ０ ａ に よ っ て 開 閉 可 能 に 支 持 さ れ る 。 ヒ ン ジ ３ ０ ａ は 、 左 側  
面 カ バ ー ３ ０ と 支 持 フ レ ー ム ２ ７ と に 連 結 さ れ る 。 左 側 面 カ バ ー ３ ０ は 、 閉 位 置 （ 図 １ 参  
照 ） と 開 位 置 （ 図 ２ 参 照 ） と の 間 で 開 閉 可 能 で あ る 。 左 側 面 カ バ ー ３ ０ は 、 施 錠 機 構 ３ ０  
ｂ を 有 す る 。 施 錠 機 構 ３ ０ ｂ の ラ ッ チ を 支 持 フ レ ー ム ２ ７ に 取 り 付 け ら れ た ラ ッ チ 受 け ２  
７ ａ に 係 止 す る こ と に よ っ て 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 閉 位 置 で 施 錠 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 右 側 面 カ バ ー ４ ０ は 、 右 上 面 カ バ ー ２ ３ の 右 下 方 に 配 置 さ れ る 。 右 側 面 カ バ ー ４ ０ は 、  
機 器 室 ２ ０ Ｓ の 側 方 （ 右 方 ） を 覆 う 。 左 側 面 カ バ ー ３ ０ と 同 様 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の 後 端  
部 は 、 ヒ ン ジ （ 不 図 示 ） に よ っ て 開 閉 可 能 に 支 持 さ れ る 。 右 側 面 カ バ ー ４ ０ は 、 閉 位 置 と  
開 位 置 （ 図 ４ 参 照 ） と の 間 で 開 閉 可 能 で あ る 。 右 側 面 カ バ ー ４ ０ は 、 施 錠 機 構 ４ ０ ｂ を 有  
す る 。 施 錠 機 構 ４ ０ ｂ の ラ ッ チ を 支 持 フ レ ー ム ２ ７ に 取 り 付 け ら れ た ラ ッ チ 受 け ２ ７ ｂ に  
係 止 す る こ と に よ っ て 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 閉 位 置 で 施 錠 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ ７ 上 に 配 置 さ れ る 。 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １  
４ は 、 前 後 方 向 に 沿 っ て 延 び る 。 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ は 、 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ （ 具 体  
的 に は 、 左 上 面 カ バ ー ２ １ ） の 左 方 、 か つ 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の 上 方 に 配 置 さ れ る 。 左 車  
体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 固 定 さ れ る 。 左 車 体 上 面 フ レ ー ム  
１ ４ は 、 本 開 示 に 係 る 「 車 体 上 面 フ レ ー ム 」 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ ７ 上 に 配 置 さ れ る 。 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １  
５ は 、 前 後 方 向 に 沿 っ て 延 び る 。 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ は 、 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ （ 具 体  
的 に は 、 右 上 面 カ バ ー ２ ３ ） の 右 方 、 か つ 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の 上 方 に 配 置 さ れ る 。 右 車  
体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ が 固 定 さ れ る 。 右 車 体 上 面 フ レ ー ム  
１ ５ は 、 本 開 示 に 係 る 「 車 体 上 面 フ レ ー ム 」 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ （ 全 地 球 航 法 衛 星 シ ス テ ム ） に 用 い ら れ る ア ン  
テ ナ で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４  
に 固 定 さ れ る 。 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 少 な く と も 一 部 は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４  
よ り 上 方 に 配 置 さ れ る 。 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 キ ャ ブ １ ９ の 後 方 に 配 置 さ れ る 。  
第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 介 し て 、 キ ャ ブ １ ９ 内 の コ ン ト ロ ー ラ  
１ ９ ａ に 接 続 さ れ る 。 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 右 前 方 に 向 か  
っ て 延 び る 。 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 固 定 構 造 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ に 用 い ら れ る ア ン テ ナ で あ る 。 図 １ に 示 す よ う  
に 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ れ る 。 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ  
ア ン テ ナ １ ７ の 少 な く と も 一 部 は 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ よ り 上 方 に 配 置 さ れ る 。 第 ２  
Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ の 車 幅 方 向 中 央 を 基 準 と し て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア  
ン テ ナ １ ６ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 介  
し て 、 キ ャ ブ １ ９ 内 の コ ン ト ロ ー ラ １ ９ ａ に 接 続 さ れ る 。 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ  
Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 左 前 方 に 向 か っ て 延 び る 。 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 固 定 構 造 に  
つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ の 左 方 に 配 置 さ れ  
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、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 車 体 上 面 カ バ ー ２ ０ の 右 方 に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、  
車 幅 方 向 に お い て 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ と 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ と の 距 離 を 確 保  
で き る た め 、 各 ア ン テ ナ の 測 位 結 果 を 用 い た 車 体 の 方 位 計 算 結 果 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 後 端  
部 に 配 置 さ れ 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 前 端 部 に 配 置 さ れ  
る 。 こ れ に よ っ て 、 車 幅 方 向 だ け で な く 前 後 方 向 に お い て も 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ と  
第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ と の 距 離 を 更 に 確 保 で き る た め 、 各 ア ン テ ナ の 測 位 結 果 を 用 い  
た 車 体 の 方 位 計 算 結 果 の 精 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 キ ャ ブ １ ９ の 後 方 に 配 置 さ れ る 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６  
は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 後 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア  
ン テ ナ １ ６ を キ ャ ブ １ ９ か ら 離 す こ と が で き る た め 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 天 空 率  
を 高 め る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 測 位 精 度 を 向 上 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 作 業 機 １ ８ は 、 上 部 旋 回 体 １ １ の 前 端 部 に 揺 動 可 能 に 取 付 け ら れ る 。 作 業 機 １ ８ は 、 キ  
ャ ブ １ ９ の 側 方 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 キ ャ ブ １ ９ は 、 上 部 旋 回 体 １ １ 上 に 配 置 さ れ る 。 キ ャ ブ １ ９ は 、 外 装 カ バ ー １ ３ の 前 方  
に 配 置 さ れ る 。 キ ャ ブ １ ９ は 、 作 業 機 １ ８ の 側 方 に 配 置 さ れ る 。 キ ャ ブ １ ９ 内 に は 、 運 転  
席 や 操 作 部 が 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ ）
　 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 固 定 構 造 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ６ は  
、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 後 方 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の  
固 定 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 固 定 構 造 の 分 解 斜 視 図 で  
あ る 。 図 ９ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 固 定 構 造 を 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 見 た 下 方  
斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 上 部 １ ６ ａ 及 び 下 部 １ ６ ｂ  
を 有 す る 。 上 部 １ ６ ａ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の う ち 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ よ り  
上 方 に 配 置 さ れ た 部 位 で あ る 。 下 部 １ ６ ｂ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の う ち 左 車 体 上  
面 フ レ ー ム １ ４ の 開 口 部 １ ４ ａ に 挿 入 さ れ た 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 部 １ ６ ａ は 、 錐 体 状 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 上 部 １ ６ ａ  
を 手 又 は 工 具 で 掴 み に く く で き る た め 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 外 側 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ  
ア ン テ ナ １ ６ が 取 り 外 さ れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 下 部 １ ６ ｂ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 開 口 部 １ ４ ａ の 内 面 １ ４  
Ｔ と 対 向 す る 外 面 １ ６ Ｔ を 有 す る 。 後 述 す る 第 １ 結 合 部 材 ５ １ を 中 心 と し て 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ  
ア ン テ ナ １ ６ を 回 転 さ せ た 場 合 、 下 部 １ ６ ｂ の 外 面 １ ６ Ｔ は 、 開 口 部 １ ４ ａ の 内 面 １ ４ Ｔ  
に 当 接 す る 。 そ の た め 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ 自 体 を 回 転 さ せ る こ と が で き な い の で  
、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 外 側 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 取 り 外 さ れ る こ と を 防  
止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 固 定 部 ５ ０ に よ っ て 、 機 器  
室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 固 定 さ れ る 。 本 開 示 に お い て 、 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア  
ン テ ナ が フ レ ー ム に 固 定 さ れ る と は 、 フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ が 、 フ  



10

20

30

40

50

JP 2024-35636 A 2024.3.14(7)

レ ー ム の 内 側 か ら 取 り 外 し 可 能 、 か つ 、 フ レ ー ム の 外 側 か ら 取 り 外 し 不 能 で あ る こ と を 意  
味 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 ５ ０ は 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ 、 第 １ の 座 ５ ２ 、 第 ２ 結 合 部 材  
５ ３ 及 び 第 ２ の 座 ５ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 固 定 さ せ  
る 。 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 締 結 さ れ  
る 。 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 第 １ の 座 ５ ２ の 挿 通 孔 ５ ２ ａ に 挿 通 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ５ １  
が 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 締 結 さ れ る こ と に よ っ て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 第  
１ の 座 ５ ２ に 結 合 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 下 方 か ら 締  
結 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 下 部 に 締 結 さ れ る 。 本 実 施  
形 態 で は 、 １ つ の 第 １ 結 合 部 材 ５ １ が 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 中 央 に 締 結 さ れ て い る  
が 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ の 数 及 び 配 置 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １  
結 合 部 材 ５ １ と し て ボ ル ト が 用 い ら れ て い る が 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ６ を 第 １ の 座 ５ ２ に 結 合 で き る も の で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ は 、  
ク ラ ン プ で あ っ て も よ い し 、 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ の 座 ５ ２ は 、 板 状 部 材 で あ る 。 第 １ の 座 ５ ２ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 開 口 部  
１ ４ ａ の 下 方 に 配 置 さ れ る 。 第 １ の 座 ５ ２ 上 に は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 配 置 さ れ  
る 。 第 １ の 座 ５ ２ は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ と 略 平 行 に 配 置 さ  
れ る 。 第 １ の 座 ５ ２ は 、 挿 通 孔 ５ ２ ａ 、 ナ ッ ト ５ ２ ｂ 及 び 切 欠 き ５ ２ ｃ を 有 す る 。 挿 通 孔  
５ ２ ａ に は 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ が 挿 通 さ れ る 。 ナ ッ ト ５ ２ ｂ は 、 第 １ の 座 ５ ２ の 上 面 に 固  
定 さ れ て い る 。 ナ ッ ト ５ ２ ｂ に は 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ が 締 結 さ れ る 。 切 欠 き ５ ２ ｃ は 、 第  
１ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ 側 に 通 す た め に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ が 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 右 前 方 に 向 か っ て 延 び て い る た め 、  
第 １ の 座 ５ ２ の 右 前 角 に 切 欠 き ５ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ は 、 第 １ の 座 ５ ２ を 第 ２ の 座 ５ ４ に 結 合 す る 。 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ は 、  
第 ２ の 座 ５ ４ 及 び 第 １ の 座 ５ ２ に 挿 通 さ れ 、 第 １ の 座 ５ ２ の ナ ッ ト ５ ２ ｂ に 締 結 さ れ る 。  
こ れ に よ っ て 、 第 ２ の 座 ５ ４ が 第 １ の 座 ５ ２ に 結 合 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ３ つ の 第 ２  
結 合 部 材 ５ ３ が Ｌ 字 状 に 配 置 さ れ て い る が 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ の 数 及 び 配 置 は 適 宜 変 更 可  
能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ と し て ボ ル ト が 用 い ら れ て い る が 、  
第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ は 、 第 １ の 座 ５ ２ を 第 ２ の 座 ５ ４ に 結 合 で き る も の で あ れ ば よ い 。 例 え  
ば 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ は 、 ク ラ ン プ で あ っ て も よ い し 、 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ の 座 ５ ４ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 固 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 座 ５  
４ の 外 縁 が 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 内 面 に 溶 接 さ れ て い る が 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４  
に 対 す る 第 ２ の 座 ５ ４ の 固 定 方 法 は 特 に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ の 座 ５ ４ に は 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ に よ っ て 第 １ の 座 ５ ２ が 結 合 さ れ る 。 第 ２ の 座 ５  
４ に 対 す る 第 １ の 座 ５ ２ の 結 合 は 、 第 １ の 座 ５ ２ に 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 結 合 し た  
後 に 行 わ れ て も よ い し 、 第 １ の 座 ５ ２ に 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 結 合 す る 前 に 行 わ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 着 脱 方 法 ）
　 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 着 脱 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 外 し 方 法 を 説 明 す る 。 第 １ Ｇ Ｎ  
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Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 日 常 的 に 取 り 外 す 必 要 は な い が 、 例 え ば 故 障 し た 場 合 な ど に 取 り 外  
す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ の 取 り 外 し 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の  
施 錠 を 解 除 し て 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図  
９ に 示 し た 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 抜 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ  
内 に お い て 、 図 ９ に 示 し た 第 １ 結 合 部 材 ５ １ を 緩 め て 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 抜 き  
取 る 。 次 に 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 上 方 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 持 ち 上 げ て  
車 体 か ら 外 す 。 次 に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ の 取 り 外 し 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の  
施 錠 を 解 除 し て 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図  
９ に 示 し た 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 抜 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ  
内 に お い て 、 図 ９ に 示 し た 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ を 緩 め て 第 ２ の 座 ５ ４ か ら 抜 き 取 る 。 次 に 、  
第 １ の 座 ５ ２ が 結 合 さ れ た 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 上 方 か  
ら 持 ち 上 げ て 車 体 か ら 外 す 。 次 に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。 次 に 、  
第 １ 結 合 部 材 ５ １ を 緩 め て 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 抜 き 取 る こ と に よ っ て 、 第 １ Ｇ  
Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ か ら 第 １ の 座 ５ ２ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 続 い て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 付 け 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ の 取 り 付 け 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム  
１ ４ の 上 方 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 開 口 部 １ ４ ａ に 挿 入 す る 。 次 に 、 図 ２ に 示 す  
よ う に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の 施 錠 を 解 除 し て 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に 、  
機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 １ の 座 ５ ２ の 挿 通 孔 ５ ２ ａ を 介 し て 第 １ 結 合 部 材 ５ １ を 第 １  
Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 締 結 す る こ と に よ っ て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 第 １ の 座 ５  
２ を 結 合 す る 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ  
ナ １ ６ に 挿 す 。 次 に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ の 取 り 付 け 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 第 １ の 座 ５ ２ の 挿 通 孔 ５ ２ ａ を 介 し て 第  
１ 結 合 部 材 ５ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 締 結 す る こ と に よ っ て 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ６ に 第 １ の 座 ５ ２ を 結 合 す る 。 次 に 、 第 １ の 座 ５ ２ が 結 合 さ れ た 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ６ を 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 上 方 か ら 開 口 部 １ ４ ａ に 挿 入 す る 。 次 に 、 図 ２ に 示  
す よ う に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の 施 錠 を 解 除 し て 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に  
、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ を 第 １ の 座 ５ ２ の ナ ッ ト ５ ２ ｂ に 締 結 す る  
こ と に よ っ て 、 第 ２ の 座 ５ ４ を 第 １ の 座 ５ ２ に 結 合 す る 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら  
、 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ を 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ に 挿 す 。 次 に 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ を 閉 位  
置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 上 述 し た 通 り 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 固 定 部 ５ ０ に よ っ て 機 器 室 ２ ０ Ｓ  
の 内 側 か ら 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 固 定 さ れ て い る た め 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 第 １  
結 合 部 材 ５ １ 又 は 第 ２ 結 合 部 材 ５ ３ を 取 り 扱 わ な け れ ば 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 着  
脱 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ を 開 位 置 ま で 開 い た と し て も 、 冷 却 機 器 ２ ６ が 左 上 面 カ バ ー  
２ １ 及 び エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ の 下 方 に 跨 っ て 配 置 さ れ て い る た め 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ  
１ ６ の 固 定 部 ５ ０ に ア ク セ ス す る こ と は で き な い 。 よ っ て 、 左 側 面 カ バ ー ３ ０ の 施 錠 を 解  
除 し な け れ ば 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 着 脱 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ ）
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　 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 固 定 構 造 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ０  
は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 後 方 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １  
７ の 固 定 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 固 定 構 造 の 分 解 斜  
視 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 断 熱 材 ６ ５ を 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ４  
は 、 図 １ ３ の 第 １ 断 熱 材 ６ ５ 、 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ 及 び 取 り 付 け 具 ６ ７ を 取 り 外 し た 状 態 を 示  
す 下 方 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 上 部 １ ７ ａ 及 び 下 部 １  
７ ｂ を 有 す る 。 上 部 １ ７ ａ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の う ち 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５  
よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 部 位 で あ る 。 下 部 １ ７ ｂ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の う ち 右 車  
体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 開 口 部 １ ５ ａ に 挿 入 さ れ た 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 部 １ ７ ａ は 、 錐 体 状 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 上 部 １ ７ ａ  
を 手 又 は 工 具 で 掴 み に く く で き る た め 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 外 側 か ら 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ  
ア ン テ ナ １ ７ が 取 り 外 さ れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 下 部 １ ７ ｂ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 開 口 部 １ ５ ａ の 内 面 １  
５ Ｔ と 対 向 す る 外 面 １ ７ Ｔ を 有 す る 。 後 述 す る 第 １ 結 合 部 材 ６ １ を 中 心 と し て 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ  
Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 回 転 さ せ た 場 合 、 下 部 １ ７ ｂ の 外 面 １ ７ Ｔ は 、 開 口 部 １ ５ ａ の 内 面 １ ５  
Ｔ に 当 接 す る 。 そ の た め 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ 自 体 を 回 転 さ せ る こ と が で き な い の  
で 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 外 側 か ら 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ が 取 り 外 さ れ る こ と を  
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 固 定 部 ６ ０ に よ っ て 、  
機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 ６ ０ は 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ 、 第 １ の 座 ６ ２ 、 第 ２ 結 合 部 材  
６ ３ 、 第 ２ の 座 ６ ４ 、 第 １ 断 熱 材 ６ ５ 、 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ 及 び 取 り 付 け 具 ６ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ せ  
る 。 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 締 結 さ れ  
る 。 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 第 １ の 座 ６ ２ の 挿 通 孔 ６ ２ ａ に 挿 通 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ６ １  
が 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 締 結 さ れ る こ と に よ っ て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ が 第  
１ の 座 ６ ２ に 結 合 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 下 方 か ら 締  
結 さ れ る 。 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 下 部 に 締 結 さ れ る 。 本 実 施  
形 態 で は 、 １ つ の 第 １ 結 合 部 材 ６ １ が 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 中 央 に 締 結 さ れ て い る  
が 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ の 数 及 び 配 置 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １  
結 合 部 材 ６ １ と し て ボ ル ト が 用 い ら れ て い る が 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ７ を 第 １ の 座 ６ ２ に 結 合 で き る も の で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ は 、  
ク ラ ン プ で あ っ て も よ い し 、 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ の 座 ６ ２ は 、 板 状 部 材 で あ る 。 第 １ の 座 ６ ２ は 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 開 口 部  
１ ５ ａ の 下 方 に 配 置 さ れ る 。 第 １ の 座 ６ ２ 上 に は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ が 配 置 さ れ  
る 。 第 １ の 座 ６ ２ は 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ と 略 平 行 に 配 置 さ  
れ る 。 第 １ の 座 ６ ２ は 、 挿 通 孔 ６ ２ ａ 、 ナ ッ ト ６ ２ ｂ 及 び 切 欠 き ６ ２ ｃ を 有 す る 。 挿 通 孔  
６ ２ ａ に は 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ が 挿 通 さ れ る 。 ナ ッ ト ６ ２ ｂ は 、 第 １ の 座 ６ ２ の 上 面 に 固  
定 さ れ て い る 。 ナ ッ ト ６ ２ ｂ に は 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ が 締 結 さ れ る 。 切 欠 き ６ ２ ｃ は 、 第  
２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ 側 に 通 す た め に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ が 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 左 前 方 に 向 か っ て 延 び て い る た め 、  
第 １ の 座 ６ ２ の 左 前 角 に 切 欠 き ６ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ は 、 第 １ の 座 ６ ２ を 第 ２ の 座 ６ ４ に 結 合 す る 。 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ は 、  
第 ２ の 座 ６ ４ 及 び 第 １ の 座 ６ ２ に 挿 通 さ れ 、 第 １ の 座 ６ ２ の ナ ッ ト ６ ２ ｂ に 締 結 さ れ る 。  
こ れ に よ っ て 、 第 ２ の 座 ６ ４ が 第 １ の 座 ６ ２ に 結 合 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ３ つ の 第 ２  
結 合 部 材 ６ ３ が Ｌ 字 状 に 配 置 さ れ て い る が 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ の 数 及 び 配 置 は 適 宜 変 更 可  
能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ と し て ボ ル ト が 用 い ら れ て い る が 、  
第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ は 、 第 １ の 座 ６ ２ を 第 ２ の 座 ６ ４ に 結 合 で き る も の で あ れ ば よ い 。 例 え  
ば 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ は 、 ク ラ ン プ で あ っ て も よ い し 、 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 ２ の 座 ６ ４ は 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 座 ６  
４ の 外 縁 が 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 内 面 に 溶 接 さ れ て い る が 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５  
に 対 す る 第 ２ の 座 ６ ４ の 固 定 方 法 は 特 に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 ２ の 座 ６ ４ に は 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ に よ っ て 第 １ の 座 ６ ２ が 結 合 さ れ る 。 第 ２ の 座 ６  
４ に 対 す る 第 １ の 座 ６ ２ の 結 合 は 、 第 １ の 座 ６ ２ に 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 結 合 し た  
後 に 行 わ れ て も よ い し 、 第 １ の 座 ６ ２ に 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 結 合 す る 前 に 行 わ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ 断 熱 材 ６ ５ 及 び 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ と 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 の  
熱 源 ２ ８ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 第 １ 断 熱 材 ６ ５ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 下 方 に 配  
置 さ れ る 。 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ は 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 側 方 に 配 置 さ れ る 。 第 １ 断 熱  
材 ６ ５ に は 、 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 挿 通 す る た め の 挿 通 孔 ６ ５ ａ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 断 熱 材  
６ ５ 及 び 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ は 、 取 り 付 け 具 ６ ７ に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ 断 熱 材 ６ ５ 及 び 第 ２  
断 熱 材 ６ ６ と し て は 、 周 知 の 断 熱 素 材 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 取 り 付 け 具 ６ ７ は 、 ３ 本 の ボ ル ト ６ ７ ａ に よ っ て 支 持 部 材 ６ ８ に 取 り 付 け ら れ る 。 支 持  
部 材 ６ ８ は 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 溶 接 さ れ て い る 。 た だ し 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １  
５ に 対 す る 支 持 部 材 ６ ８ の 固 定 方 法 は 特 に 限 ら れ ず 、 例 え ば ク ラ ン プ や ボ ル ト を 用 い て も  
よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 着 脱 方 法 ）
　 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 着 脱 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 外 し 方 法 を 説 明 す る 。 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア  
ン テ ナ １ ７ は 、 日 常 的 に 取 り 外 す 必 要 は な い が 、 例 え ば 故 障 し た 場 合 な ど に 取 り 外 す 必 要  
が あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 １ の 取 り 外 し 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の  
施 錠 を 解 除 し て 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図  
１ ３ に 示 し た 取 り 付 け 具 ６ ７ を 取 り 外 す 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図 １ ４ に 示 し  
た 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 抜 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い  
て 、 図 １ ４ に 示 し た 第 １ 結 合 部 材 ６ １ を 緩 め て 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 抜 き 取 る 。  
次 に 、 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 上 方 か ら 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 持 ち 上 げ て 車 体 か  
ら 外 す 。 次 に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 ２ の 取 り 外 し 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の  
施 錠 を 解 除 し て 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図  
１ ３ に 示 し た ３ 本 の ボ ル ト ６ ７ ａ を 緩 め て 抜 き 取 っ た 後 、 取 り 付 け 具 ６ ７ を 支 持 部 材 ６ ８  
か ら 取 り 外 す 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図 １ ４ に 示 し た 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 第 ２  
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Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 抜 く 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 に お い て 、 図 １ ４ に 示 し た 第 ２ 結  
合 部 材 ６ ３ を 緩 め て 第 ２ の 座 ６ ４ か ら 抜 き 取 る 。 次 に 、 第 １ の 座 ６ ２ が 結 合 さ れ た 第 ２ Ｇ  
Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 上 方 か ら 持 ち 上 げ て 車 体 か ら 外 す 。 次 に  
、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。 次 に 、 第 １ 結 合 部 材 ６ １ を 緩 め て 第 ２ Ｇ  
Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 抜 き 取 る こ と に よ っ て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ か ら 第 １ の 座  
６ ２ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 続 い て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 付 け 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ の 取 り 付 け 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 右 車 体 上 面 フ レ ー  
ム １ ５ の 上 方 か ら 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 開 口 部 １ ５ ａ に 挿 入 す る 。 次 に 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の 施 錠 を 解 除 し て 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に  
、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 １ の 座 ６ ２ の 挿 通 孔 ６ ２ ａ を 介 し て 第 １ 結 合 部 材 ６ １ を 第  
２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 締 結 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 第 １ の 座  
６ ２ を 結 合 す る 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ７ に 挿 す 。 次 に 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 断 熱 材 ６ ５ 及 び 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ が 貼 り  
付 け ら れ た 取 り 付 け 具 ６ ７ を 支 持 部 材 ６ ８ に 取 り 付 け る 。 次 に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 閉 位  
置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ２ の 取 り 付 け 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 第 １ の 座 ６ ２ の 挿 通 孔 ６ ２ ａ を 介 し て 第  
１ 結 合 部 材 ６ １ を 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 締 結 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ７ に 第 １ の 座 ６ ２ を 結 合 す る 。 次 に 、 第 １ の 座 ６ ２ が 結 合 さ れ た 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン  
テ ナ １ ７ を 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ の 上 方 か ら 開 口 部 １ ５ ａ に 挿 入 す る 。 次 に 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の 施 錠 を 解 除 し て 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 開 位 置 ま で 開 く 。 次 に  
、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ を 第 １ の 座 ６ ２ の ナ ッ ト ６ ２ ｂ に 締 結 す る  
こ と に よ っ て 、 第 ２ の 座 ６ ４ を 第 １ の 座 ６ ２ に 結 合 す る 。 次 に 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら  
、 第 ２ ハ ー ネ ス Ｈ ２ を 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ に 挿 す 。 次 に 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第  
１ 断 熱 材 ６ ５ 及 び 第 ２ 断 熱 材 ６ ６ が 貼 り 付 け ら れ た 取 り 付 け 具 ６ ７ を 支 持 部 材 ６ ８ に 取 り  
付 け る 。 次 に 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ を 閉 位 置 に 戻 し て 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 上 述 し た 通 り 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ は 、 固 定 部 ６ ０ に よ っ て 機 器 室 ２ ０ Ｓ  
の 内 側 か ら 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ れ て い る た め 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ の 内 側 か ら 第 １  
結 合 部 材 ６ １ 又 は 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ を 取 り 扱 わ な け れ ば 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 着  
脱 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン フ ー ド ２ ２ を 開 位 置 ま で 開 い た と し て も 、 熱 源 ２ ８ や 補 機 類 ２ ９ が エ ン  
ジ ン フ ー ド ２ ２ 及 び 右 上 面 カ バ ー ２ ３ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る た め 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ  
ナ １ ７ の 固 定 部 ６ ０ に ア ク セ ス す る こ と は で き な い 。 よ っ て 、 右 側 面 カ バ ー ４ ０ の 施 錠 を  
解 除 し な け れ ば 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 着 脱 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 特 徴 ）
　 油 圧 シ ョ ベ ル １ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ と 、 機 器 室 ２ ０ Ｓ と 、 固 定 部 ５ ０ と を 備 え  
る 。 機 器 室 ２ ０ Ｓ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 下 方 に 位 置 す る 。 固 定 部 ５ ０ は 、 第 １ Ｇ  
Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 少 な く と も 一 部 が 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ よ り 上 方 に 配 置 さ れ る よ  
う に 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 機 器 室 ２ ０ Ｓ 内 側 か ら 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 固 定  
す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 従 っ て 、 外 部 か ら の 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 取 り 外 し を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 第  
１ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 盗 難 さ れ に く い 。 よ っ て 、 作 業 終 了 後 に 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ  
１ ６ を 取 り 外 し て 保 管 す る 必 要 が な い 。 ま た 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 繰 り 返 し 着 脱  
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さ れ る こ と で 第 １ ハ ー ネ ス Ｈ １ が 劣 化 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。 ま た 、 マ ス ト の 先 端  
部 に 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ が 配 置 さ れ る 場 合 に 比 べ て 、 輸 送 時 の 高 さ 規 制 を ク リ ア し  
や す い だ け で な く 、 周 囲 の 構 造 物 と の 接 触 リ ス ク を 低 減 で き る と と も に 、 振 動 に よ っ て 受  
信 性 能 が 不 安 定 に な る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 以 上 の 効 果 は 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ が 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ の 少 な く と も 一 部  
が 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ よ り 上 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ７ を 機  
器 室 ２ ０ Ｓ 内 側 か ら 右 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ５ に 固 定 す る 固 定 部 ６ ０ を 備 え る こ と に よ っ て  
も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ 実 施 形 態 の 変 形 例 ）
　 本 発 明 は 以 上 の よ う な 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ  
と な く 種 々 の 変 形 又 は 修 正 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ［ 変 形 例 １ ］
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 作 業 機 械 の 一 例 と し て 油 圧 シ ョ ベ ル に つ い て 説 明 し た が 、 作 業 機 械  
は こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 作 業 機 械 と し て は 、 電 動 シ ョ ベ ル 、 ホ イ ー ル ロ ー ダ な ど が  
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ［ 変 形 例 ２ ］
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 ア ン テ ナ の 一 例 と し て 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ 及 び 第 ２ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ  
ア ン テ ナ １ ７ そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 し た が 、 ア ン テ ナ は こ れ ら に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 ア  
ン テ ナ と し て は 、 無 線 用 ア ン テ ナ な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ［ 変 形 例 ３ ］
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 ５ ０ は 、 第 １ 結 合 部 材 ５ １ 、 第 １ の 座 ５ ２ 、 第 ２ 結 合 部  
材 ５ ３ 及 び 第 ２ の 座 ５ ４ を 有 す る こ と と し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 例 え ば 、 固 定 部 ５ ０ は 、 一 つ の 結 合 部 材 、 例 え ば 第 １ 結 合 部 材 ５ １ の み で あ っ て も よ い  
。 こ の 場 合 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ 上 に 載 置 さ れ る と と  
も に 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ に 挿 通 さ れ る 第 １ 結 合 部 材 ５ １ に よ っ て 左 車 体 上 面 フ レ ー  
ム １ ４ に 直 接 的 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 全  
部 が 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ よ り 上 方 に 配 置 さ れ る 。 た だ し 、 こ の 場 合 の 固 定 部 ５ ０ は 、  
第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 回 転 を 阻 害 す る 構 造 や 、 外 部 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６  
を 回 転 さ せ る と 第 １ 結 合 部 材 ５ １ も 連 動 し て 回 転 す る 構 造 な ど 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １  
６ 自 体 を 回 転 さ せ て も 外 れ な い 構 造 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
　 或 い は 、 固 定 部 ５ ０ は 、 １ つ の 結 合 部 材 、 及 び １ つ の 座 に よ っ て 構 成 す る こ と も で き る  
。 こ の 場 合 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 、 １ つ の 座 上 に 載 置 さ れ る と と も に 、 当 該 座 に  
挿 通 さ れ る １ つ の 結 合 部 材 に よ っ て 当 該 座 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 上 記  
実 施 形 態 と 同 様 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ の 一 部 が 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ よ り 上 方 に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ［ 変 形 例 ４ ］
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ は 、 当 初 か ら 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 備 え  
て い る こ と と し た が 、 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ は 後 付 け 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 油 圧 シ ョ ベ ル １ が 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 備 え て い  
な い 場 合 、 左 車 体 上 面 フ レ ー ム １ ４ の 開 口 部 １ ４ ａ は 、 蓋 １ ４ ｂ に よ っ て 塞 が れ て い る 。  
新 た に 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 取 り 付 け る 際 に は 、 蓋 １ ４ ｂ を 取 り 外 し た 後 、 上 記 実  
施 形 態 で 説 明 し た 通 り 第 １ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ １ ６ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ 付 記 １ ）
　 車 体 上 面 フ レ ー ム と 、 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム の 下 方 に 位 置 す る 収 容 空 間 と 、 ア ン テ ナ の  
少 な く と も 一 部 が 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム よ り 上 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 前 記 ア ン テ ナ を 前  
記 収 容 空 間 の 内 側 か ら 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 す る 固 定 部 と 、 を 備 え る 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 （ 付 記 ２ ）
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 さ せ る 第 １ 結 合 部 材 を 含 む  
、 付 記 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ 付 記 ３ ）
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ が 配 置 さ れ る 座 を 含 み 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 は 、 前 記 座 を 介  
し て 、 前 記 ア ン テ ナ を 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 す る 、 付 記 ２ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ 付 記 ４ ）
　 前 記 座 は 、 前 記 ア ン テ ナ が 配 置 さ れ る 第 １ の 座 と 、 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る  
第 ２ の 座 と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 は 、 前 記 第 １ の 座 に 前 記 ア ン テ ナ を 結 合 さ せ 、 前  
記 固 定 部 は 、 前 記 第 １ の 座 を 前 記 第 ２ の 座 に 結 合 さ せ る 第 ２ の 結 合 部 材 を 更 に 含 む 、 付 記  
３ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ 付 記 ５ ）
　 前 記 ア ン テ ナ は 、 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム の 開 口 部 に 挿 入 さ れ る 下 部 を 有 し 、 前 記 第 １ 結  
合 部 材 を 中 心 と し て 前 記 ア ン テ ナ を 回 転 さ せ た 場 合 、 前 記 下 部 の 外 面 は 、 前 記 開 口 部 の 内  
面 に 当 接 す る 、 付 記 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ 付 記 ６ ）
　 前 記 ア ン テ ナ の う ち 前 記 車 体 上 面 フ レ ー ム よ り 上 方 に 配 置 さ れ る 上 部 は 、 錐 体 状 で あ る  
、 付 記 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 （ 付 記 ７ ）
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ と 前 記 収 容 空 間 内 の 熱 源 と の 間 に 配 置 さ れ る 断 熱 材 を 更 に  
備 え る 、 付 記 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 （ 付 記 ８ ）
　 前 記 外 装 カ バ ー は 、 前 記 収 容 空 間 の 側 方 を 覆 う 側 面 カ バ ー を 含 み 、 前 記 側 面 カ バ ー は 、  
開 閉 可 能 で あ っ て 、 閉 位 置 で 施 錠 可 能 で あ る 、 付 記 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 作 業 機 械  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
１ … 油 圧 シ ョ ベ ル 、 １ ３ … 外 装 カ バ ー 、 １ ４ … 左 車 体 上 面 フ レ ー ム 、 １ ４ ａ … 開 口 部 、 １  
４ Ｔ … 内 面 、 １ ５ … 右 車 体 上 面 フ レ ー ム 、 １ ５ ａ … 開 口 部 、 １ ５ Ｔ … 内 面 、 １ ６ … 第 １ Ｇ  
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ャ ブ 、 ２ ０ … 車 体 上 面 カ バ ー 、 ２ ０ Ｓ … 機 器 室 、 ２ １ … 左 上 面 カ バ ー 、 ２ ２ … エ ン ジ ン フ  
ー ド 、 ２ ３ … 右 上 面 カ バ ー 、 ３ ０ … 左 側 面 カ バ ー 、 ３ ０ ｂ … 施 錠 機 構 、 ４ ０ … 右 側 面 カ バ  
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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